
巻
頭
言
同
窓
会
の
絆
広
く
太
く

黒
田
映
李
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

菩
提
の
旅

総
会

・
懇
親
会
報
告

総
会

・
懇
親
会
報
告

光
保
（支
部
長
）
Ｓ
４５

敬
治
（校
長
）
…
…
…
…
…
・・９

恨
吾
（同
窓
会
長
）
Ｓ
３６
・・・・・１０

西
原
中
介
Ｓ
５０
…
１‐

特
別
寄
稿

昭
和
２０
年
～
２．
年
に
松
山
中
学
へ
人
学
し
た
生
徒
達
が

遭
遇
し
翻
弄
さ
れ
た
ク学
制
改
革
ク

同
期
会
報
告

Ｓ
２０
／
松
中
５４
期
会
報
告

Ｓ
２４
／
松
山
中
学
５７
会
傘
寿
の
集
い

Ｓ
２８
／
束
一只
二
人
会

Ｓ
３０
／
東
京
子
■
会

Ｓ
３．
／
水
戸
借
楽
園
の
梅
ま
つ
り
、
日
帰
リ
バ
ス
ツ
ア
ー

Ｓ
３２
／
谷
根
千
散
策
と
子
規
庵
を
訪
ね
て

Ｓ
３３
／
参
賛
会
報
告

Ｓ
３４
／
東
京
三
四
会

Ｓ
３５
／
二
五
の
会
関
東
地
区
報
告

Ｓ
３９
／
第
２９
回
関
東
３９
会

Ｓ
４‐
／
第
７
回
関
東
４‐
会

Ｓ
４３
／
第
４３
期
同
期
会

Ｓ
４４
／
獅
子
の
会

Ｓ
４５
／
東
高
を
卒
業
し
て
４３
年

Ｓ
４６
／
東
高
４６
年
卒
業
同
期
会

Ｓ
５０
／
Ｓ
５０
年
卒

・
同
期
会
Ｎｏ
６

Ｓ
５２
／
昭
和
５２
年
卒
同
期
会
報
告

Ｓ
５３
／
同
窓
会

・
絆

（東
東
５３
会
）

Ｓ
５４
／
関
東
百
年
会

Ｓ
５７
／
第
二
回
関
東
同
期
会

Ｓ
５９
／
同
期
の
皆
さ
ん
へ
・
・
・
）
υ
）
ラ
ブ
注
人
υ
υ
）

Ｈ
‐２
／
第
３
日
平
成
１２
年
卒
同
期
会
報
告

そ
の
他
同
窓
生
報
告

」水
尚
サ
ロ
ン
（第
１
回
）報
告

東
高
サ
ロ
ン
（第
２
回
）報
告

母
校
沿
革

同
窓
会
関
東
支
部
沿
革
・

校
歌収

支
報
告

講
演
会
「坂
の
Ｌ
の
雲
の
ま
ち
　
子
規
と
ふ
る
さ
と
松
山

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
館
長

カ

ラ
ー

フ

ォ
ト

ア

ル
バ

ム

・

平
成
２３
年
度
　
総
会

・
懇
親
会
出
席
者
・

寄
付
者

一
覧
・

会
費
納
人
者

一
覧
。

役
員
名
簿
／
物
故
者
・

〈
ム
Ⅲ
刈
・
事
務
局
だ
よ
り
・

平
成
２４
年
度
総
会

・
懇
親
会
の
ご
案
内
・

関
東
明
教
特
集

１
．
ド
ラ
マ
「坂
の
上
の
雲
」
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
西
村
与
志
木
氏
に
聞
く
‥
・３９

～
若
者
よ
恥
ず
か
し
が
ら
ず
人
の
役
に
立
て
～

２
．
関
東
に
眠
る
母
校
の
偉
大
な
る
先
輩
の
墓
を
訪
ね
て

池
田
　
裕
計
Ｓ
２８
‥
・４７

３
．
母
校
ゆ
か
り
の
俳
人
た
ち
～
そ
の
句
碑
を
巡
る
～
　
　
　
　
　
　
　
　
・‥
５０

特
別
寄
稿

第
２
代
関
東
支
部
長
　
塩
崎
潤
先
輩
　
追
悼

第
３
代
関
東
支
部
長
　
和
食
　
克
雄
Ｓ
３‐

●
５６

関
東
明
教
　
第
１３
号
　
目

次
本l り`1‐  11
11ド 野

4Ｏ
υ

子
規
と
真
之
と
漱
石
」

竹
田
　
美
喜
Ｓ
３９
…
‐４

岡
野
　
定
郎
…
６‐

上
野
　
泰
敏
…
６２

辻
田
　
　
功
…
６３

堀
端
由
美
子
…
６４

池
田
　
陽

一
…
６５

道
休
　
俊
和
…
６６

渡
部
　
数
馬
…
６７

東

　

義
男
…
６８

高
須
賀
　
更
…
６９

清
水
　
腎
（治
…
７０

河
村
　
　
浩
…
η

本
問
　
純
子
…
７２

杉
岡
　
恒
男
…
７３

篠
崎
真
理
子
…
７４

田
渕
　
廣
美
…
７５

松
井
　
匡
子
…
７６

緒
方
　
郁
夫
…
７７

安
齋
　
倫
明
…
７８

相
原
　
山
美
…
７９

金
子
　
　
信
…
８０

植
本

」暴
■
・・８．

坂
本

　

健
…
８２

．
‥

８３

38 37 36 35 31 30 29 2

Ｈ
野

‐―――
由
美
Ｈ
２０
…
８５

越
綱
山
紀
ｒ
Ｈ
２３
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第
１
回
「小
ホ
ー
ル
講
演
会
」報
告

部
活
め
ぐ
り

ボ
ー
ト
部
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占
茂
田
知
之
Ｓ
３６
…
８７

０

Ｂ
会
ラ
グ
ビ
ー
部
／
２
０
１
１
年
ラ
グ
ビ
ー
部
関
東
Ｏ
Ｂ
会
報
告高
須
賀
　
剛
Ｈ
ｌ
…
９０

海
外
勤
務
便
り

不
思
議
の
国
か
ら
頑
張

っ
て
い
き
ま
し
ょ
い
―

三
〇

一
三
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て

海
外
イ
ク
メ
ン
生
活
　
～
ミ
ラ
ノ
編
～

投
稿野
球
部
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

私
の
老
後
の
趣
味

人
生
別
離
二
足
ツ

夢
の
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
バ
ー
オ
ー
プ
ン
ー

親
Ｈ
国

・
ト
ル
コ

３
年
１
組

バ
ル
セ
ロ
ナ
駐
在
記
～
こ
れ
か
ら
欧
州
（ス
ペ
イ
ン
）を
目
指
す
若
い
皆
様
へ
～

河
時
　
日口彦
Ｓ
４８
…
‐‐０

正
岡
子
規
と
秋
山
真
之
の
直
観
像
素
質
　
　
　
　
　
　
片
■

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
思
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一軸
稿

一肩
書
き
の
な
い
夕
‐ｌｉｌ
伸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．装
地

が
ん
ば
ら
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口

松
下
政
経
塾
と
私
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
川

７０
歳
か
ら
の
野
菜
農
園
通
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
松

Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
情
報

藝
大
メ
サ
イ
ア
で
ソ
プ
ラ
ノ
ソ
ロ
の
大
役
を
果
た
す
／
藤
井

長
編
白
主
映
画
を
製
作
／
渡
部
売
平
氏
（Ｈ
ｌ８
）

．
‥

８６

東
京

・
松
山
で
活
躍
す
る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
／
栗
田
敬
子
氏
（Ｓ
５２
）

早
大
野
球
部
で
活
躍
／
梶
原
慎
半
氏
（Ｈ
２０
）

懐
か
し
き
中
学
校
を
訪
ね
て

三
津
浜

伊
予

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ビ

ッ
ク
ス
・

ブ
ッ
ク
ス
・

母
校
便
り

支
部
便
り

近
畿
静
岡
東
海

名
刺
広
告

企
業
広
告

編
集
後
記
・

■
題
　
字
　
　
柴
田
祐
昭
　
Ｓ
３．

な
お
、
本
文
中
の
時
制
の
表
示
、
筆
拷
な
ら
び
に
登
場
人
物
の
赴
任
地
や
層
占
や
役
職
な
ど
の
人
事
情
報
な
ど
は
、

す
べ
て
“
象
が
起
き
た
と
き
あ
る
い
は
執
筆
時
の
と
き
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
筆
者
の
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を

尊
薫
し
て
の
も
の
で
す
か
ら
、
発
同
時
と
は
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ぃ
し
た
が
っ
て
編
集
部
と
し
て
‐〈
／年
」

を
「去
年
」
に
手
直
し
し
た
り
、
「元
」
や
「当
時
」
な
ど
の
表
記
も
付
記
し
た
り
は
い
た
し
ま
せ
ん
ぃ
ご
ｒ
小
く
だ
さ
い
．

～
イ
ン
ド
着
任
記
～

林
　
　
和
成
Ｓ
５３
‥
・９２

小
椋
　
千
典
Ｓ
５８
…
９４

金
子

　

新
Ｈ
ｌ
…
９６

吉
井
　
達
夫
Ｓ
２６
…
９８

和
食
　
克
雄
Ｓ
３．
…
１００

三
．河

　

清
Ｓ
甲

・動

友
岡
　
抵
占子
Ｓ
４０
…
１０４

河
峙
　
英
三
Ｓ
４‐
…
１０６

高
松
　
謙
悟
Ｓ
４４
…
‐０８

雅
仁
Ｓ
５０
…
１‐２

敦
Ｓ
字

・
‐ｉ４

桂
子
Ｓ
５７
…
‐１６

康
成
Ｈ
ｌ
…
１１８

崇

Ｈ

ｌ

…

‐２０

一
洋
Ｓ
野
・働

冴
氏
（Ｈ
ｌ９
Ｙ
‥
‐２３

安
永
　
憲
史
Ｈ
３
…
‐２６

坂
本
　
　
健
Ｈ
ｌ２
‐
・‐２８

窪
田
　
孝
Ｉ
賞
総
務
課
）
Ｈ
６
…
‐３６

仲
矢
　
順
子
Ｓ
６３
…
‐３８

船
引
　
恭
平
Ｓ
３２
…
‐４０

矢
野
　
達
也
Ｓ
５４
…
‐４‐

坊ちやん列車

明治三十九年ドイツのクラウス社製の汽車が松

山市駅～三津駅間を走り始めた。これが元祖

「坊ちやん列車」である。

漱石の小説からそう呼ばれているが、当時は特

に名前はなかつたように思う。その後路線も伸

び市民の生活に欠かせないものになつた。「日

本で二番目に古い汽車じやけんの一」という話

を聞いて、密かに誇りに思った。石手川の上手

を越える時満員の乗客の重みで登りきれない。

百メー トルばかリバツクして再挑戦するが無

理、「男の人は降りて押して下さい」と車掌が

大声で呼びかける。みんな降りて機関車に力を

貸すが少しもしんどいとは思わなかつた。押し

終えた老若男男達は再び汽車に乗る、妙な一体

感が生まれた。やがてジーゼルになり戦後を支

えた役割を終えた。密かに大切にしたい心の宝

物である。

(小椋勇記夫 記)
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